
 
 
 
 
 

 
大阪市立大学は平成 25 年 7 月（予定）に、健康科学の研究拠点としてグランフロント大阪（うめき

た先行開発区域プロジェクト）「ナレッジキャピタル」に「健康科学イノベーションセンター」を開設

いたします。 
 

＜設立の背景＞ 
現在、少子高齢化・医療技術の進歩等により、個人の医療負担額が増加しています。保険原資の枯渇

も予測される中、様々な分野で「健康ブーム」が起こっています。健康器具・健康食品はもちろんのこ

と、家電製品や住宅に至るまで、「健康」を切り口とした新製品・サービスが展開されています。「新た

な治療法（新薬含む）」とともに、「病気にならない方法」に対する人々の関心が高まっている状況にあ

ります。 本学では、これまでも現代社会では避けられない“疲労”に科学的なエビデンスを求める「疲

労回復」「抗疲労」に係る研究を行ってきましたが、そこにさらに「アンチエイジング」や「安全・安

心」と言う見地からも含め総合大学の強みを活かし、これらの研究を包括し「健康科学領域」と位置付

け、その研究成果、研究シーズを広く世に提供していく取組を推進することとしました。 
 
 
≪事業概要≫ 
新たな価値を生み出す連携イノベーションスペースであるナレッジキャピタルに開設する本センタ

ーでは、「みんなで作る！！健康科学イノベーション基地」を事業テーマとし、消費者、企業・起業者、

行政者、研究者、アイデア発信者、コーディネーターの共同参加で、健康の推進・増進を図り、また、

健康に良い製品・しくみ・環境を築くため、自ら開発試験に参加し、評価する力と最先端の正しい知識

の習得を促します。それにより、健康科学の研究と社会への還元に取り組んでいきます。 
 
【産学連携】 
抗疲労研究を中心とした、健康維持・先制医療への先進的取り組み（健康科学研究）を発信し、大学、

研究機関（学学連携）や企業等（産学連携）との連携を通じ、新たな製品・サービスを創出します。 
 
【地域貢献】 
健康科学研究に係るセミナー開催等、各種イベントの開催を通じて、健康科学研究の最先端を広く市民

に理解していただきます。 
【人材育成】 
健康科学研究に関わる若手研究者の育成、産学連携等を促進するコーディネーター等人材の育成を行い

ます。 
 

＜事業内容＞ 

・簡易疲労測定機能を用いたパイロットスタディ実施 

 （共同研究希望企業向けのデモンストレーションスタディを含む） 
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大阪市立大学の健康科学への取り組み 
―「健康科学イノベーションセンター」事業概要― 
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・大学で創出された、研究成果の情報発信（製品展示、販売等） 

・企業、学外研究者等を対象としたシンポジウム、セミナーの開催 

・健康科学関連商品のモニター調査 

 →大学研究成果、シーズ情報を発信することにより、うめきた入居企業、大学等との新たな連携を模

索し、新技術・新製品の創出に結実させる。 

 →健康科学製品の販売、使用後調査等を通じ、一般市民に健康科学研究の有意性を理解・認識しても

らう。 

・各機関所属の研究者とともに、知識・経験・情報の共有を促進し、イノベーション創出に従事するコ

ーディネーター等の人材を養成する。 

 

 

＜今後のスケジュール＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜関西イノベーション国際戦略総合特区との関連性＞ 

 「健康科学イノベーションセンター」に関連し、「大阪市立大学杉本キャンパス」が、新たに特区地

域として指定されました。 「うめきた」での取組みから発生した新たな連携を基に、共同研究等を推

進し、より円滑なイノベーションの創出を図ることを目的としたエリア拡大提案が認められました。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【内容に関する問合せ先】 
大阪市立大学 研究支援課 田中・富澤 
TEL：06-6605-3595 FAX：06-6605-2058 

【取材に関する問合せ先】 
大阪市立大学 広報室 小澤・勝井 
TEL：06-6605-3570 FAX：06-6605-3572 



大阪市立大学
健康科学イノベーションセンター設立について

（うめきた展開事業概要）

公立大学法人大阪市立大学
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【はじめに】

少子高齢化・医療技術の進歩等により、個人の医療負担額が増加しています。
保険原資の枯渇も予測される中、様々な分野で「健康ブーム」が起こっています。

健康器具・健康食品はもちろんのこと、家電製品や住宅に至るまで、「健康」を切
り口とした新製品・サービスが展開されています。

「新たな治療法（新薬含む）」とともに、「病気にならない方法」に対する人々の関
心が高まっている状況にあります。

本学では、従前より「疲労回復」「抗疲労」に係る研究を行ってきました。

これに加え、「アンチエイジング」や「安全・安心」と言う見地からの研究も盛んに
行われる様になってきており、全学体制での取組となっています。

これらの研究を包括し「健康科学領域」と位置付け、その研究成果、研究シーズ
を広く世に提供していく取組を推進することとしました。
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大阪市立大学では健康科学に
関する種々の研究が行われており、
医学研究科では「疲労」をターゲッ
トとした研究が盛んに行われてい
ます。

疲労は発熱や痛みとともに、
様々な病気の前兆かつ万病の元
であり、予知医療の中核と位置づ
けられていますが、疲労に関する
科学的・医学的研究はこれまで行
われてきませんでした。

最近では、生活習慣病をはじめ
とする疾患の予防医療・予知医療
の発展とともに、このような前病状
態についていかに対処するかとい
う気運が高まり、「疲労の科学」が
注目を集めています。

【健康科学の位置づけ】
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理事長

役員会

健康科学イノベーションセンター運営委員会
事業推進に係る意思決定機関

・委員長 : 学長 西澤良記
・副委員長 : 研究担当理事 宮野道雄
・副委員長 : 産学連携担当理事 安本吉雄
・委員 : センター所長 渡辺恭良

理系研究科長 理、工、医、生科 研究科長
その他必要な委員

健康科学イノベーションセンター
健康科学イノベーションセンター事業実施体制

・センター所長 【渡辺恭良教授】
・センター副所長 【宮側敏明教授】

実施事業の現場責任者
事業実施の具体詳細事項に係る指揮命令権者

（副所長は、センター所長不在の折の代行者）
・関係研究者
・コーディネーター
・事務補助スタッフ

【健康科学イノベーションセンターの運営体制】
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【産学連携】
抗疲労研究を中心とした、健康維持・先制医療への先進的取り組み（健康科
学研究）を発信し、他大学、研究機関（学学連携）や企業等（産学連携）との
連携を通じ、新たな製品・サービスを創出する。・
・・・簡易疲労測定機能を用いたパイロットスタディ実施

（共同研究希望企業向けのデモンストレーションスタディを含む）
・・・健康科学関連商品のモニター調査

→大学研究成果、シーズ情報を発信することにより、うめきた入居企業、大学等との
新たな連携を模索し、新技術・新製品の創出に結実させる。

→健康科学製品の販売、使用後調査等を通じ、
一般市民に、健康科学研究の有意性を理解・認識してもらう。

【地域貢献】
健康科学研究に係るセミナー開催等、各種イベントの開催を通じて、
健康科学研究の最先端を、広く市民に理解していただく。
・・・大学で創出された、研究成果の情報発信（製品展示、販売等）
・・・企業、学外研究者等を対象としたシンポジウム、セミナーの開催

【人材育成】

健康科学研究に関わる若手研究者の育成、産学連携等を促進するコーディ
ネーター等人材の育成を行う。
・・・各機関所属の研究者等を動員し、知識・経験・情報の共有を促進することにより、

イノベーション創出に関わるコーディネータ等の人材を養成する。
（既に学内で展開している人材育成プログラムをうめきたで展開）

【事業の狙い・目的・内容】
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【事業テーマ、コンセプト】

「みんなで作る！！健康科学イノベーション基地」

・消費者、企業・起業者、行政者、研究者、アイデア発信者、コーディネーター
の共同参加で、私たちの健康を推進・増進しよう！

・健康に良い製品・しくみ・環境を築くために、自ら開発試験に参加し、
評価する眼力と最先端の正しい知識を持とう！

・日本の科学技術立国を益々進め、健康科学産業・ビジネスを
日本の根幹産業に育てよう！

・将来を担う子供達・若者達に、日本が心身ともに健やかに暮らせる国として、
自分たちも参加する意欲を高めよう！

関与する皆さんは、全員「参画者」！！
「お客様」ではありません。
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【センター施設概要と今後のスケジュール】

グランフロント大阪 北館
9階 約420㎡

会議室
事務室
簡易測定コーナー
展示室

正
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契
約
締
結
（
Ｋ
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Ｏ
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入
居
・改
修
工
事
着
手

セ
ン
タ
ー
開
業

うめきた入居他機関とのｺﾗﾎﾞ検討
・来街者動員イベント等の共同開催
・セミナー等の実施

うめきた入居他機関との共同研究検討・実施

新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

2013 2014
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健康科学イノベーションセンター

・健康科学に係る研究成果情報の発信
・シーズ/ニーズマッチング
・健康科学関連人材の育成
・健康科学関連イベント

【関西経済連合会「健康科学ビジネス推進機構」との連携】

「健康科学イノベーションセンター」内に、関西経済連合会の「健康科学ビジネス推進機構」
事務局を設置します。
これにより、大阪市立大学の「ナレッジキャピタル」進出に伴い、目的を同じくする両機関が

協同することで、関西における「健康科学ビジネス」創出を図ります。

両機関は有機的な連携を図り、健康科学商品（サプリメント、健康機器等）等、産学官連携
による開発を推進するとともに、信頼度の高い、安全・安心な商品・サービスを消費者の皆
様に提供するため、学術的研究・検証成果に基づくエヴィデンス及びエヴィデンス評価の標
準化を図ることとしています。

健康科学ビジネス推進機構
・エヴィデンス構築コンサルティング

・エヴィデンス評価支援
・健康科学ビジネスアワード

・ビジネスマッチング
実証試験支援

・健康科学ビジネス人材の育成
・ヘルスケアイベント
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④ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ
評価依頼

⑤ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ
評価結果

広域的産学官連携
プラットフォーム

健康科学関連企業

癒し快適ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ評価委員会
その他の評価委員会

健康科学評価･標準化研究部会健康科学評価ｾﾝﾀｰ(例)

健康科学ビジネス推進機構

②実証試験依頼
実証試験構築依頼

③試験方法開発
結果報告

①ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ構築依頼
⑥ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ評価認証

エビデンス
構築に係る

評価実施機関

実証試験
内容・方法の

検証機関

エビデンス
構築に係る

ワンストップ
窓口

各大学・研究機関

関西経済連合会
ライフビジネス専門委員会

健康科学産業研究会

行政機関
地方自治体

関西バイオメディカル
クラスター

健康科学推進会議

エビデンス構築及び認証に係る評価体制イメージ図
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【関西イノベーション国際戦略総合特区との関連性】

「健康科学イノベーションセンター」に関連し、「大阪市立大学」が、新たに特区地域として
指定されました。

「うめきた」での取組みから発生した新たな連携を基に、共同研究等を推進し、より円滑な
イノベーションの創出を図ることを目的としたエリア拡大提案が認められました。

うめきた
・産学連携拠点
・人材育成拠点
立地を活かした

コミュニケーション創出拠点

大阪市立大学
・研究の現場
・教育の現場

人的・物的資源の有効活用
経験と実績に基づく実践拠点

密接な連携による
イノベーションの創出

別途、大阪市立大学阿倍野キャンパス及びハルカスも、総合特区地域として指定を受けました。
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 大阪科学・大学記者クラブ 御中 
公立大学法人大阪市立大学  

 
 
 
 
 大阪市立大学は、平成 25年 7月（予定）の開設に向けて、うめきた（グランフロント大阪：ナ

レッジキャピタル）に健康科学研究をテーマに産学連携・人材育成拠点として「健康科学イノベ

ーションセンター」を設置します。また、本センター内に、関西経済連合会の「健康科学ビジネ

ス推進機構」事務局を設置することとなりました。 

これにより、大阪市立大学の「ナレッジキャピタル」進出に伴い、目的を同じくする両機関が

協同することで、関西における「健康科学ビジネス」創出を図ることといたしました。 

両機関は有機的な連携を図り、健康科学商品（サプリメント、健康機器等）等、産学官連携に

よる開発を推進するとともに、信頼度の高い、安全・安心な商品・サービスを消費者の皆様に提

供するため、学術的研究・検証成果に基づくエヴィデンス及びエヴィデンス評価の標準化を図る

こととしています。 

■大阪市立大学は、グランフロント大阪「ナレッジキャピタル」に「健康科学イノベーション

センター」を設置し、以下の取り組みを推進します。 

・健康科学に係る研究成果情報等の発信 

・大学シーズ/企業ニーズのマッチング 

・健康科学関連人材の育成 

・健康科学関連イベント 

 

■関西経済連合会は、2012年 10 月に、関西バイオメディカルクラスター健康科学推進会議※と

連携し、行政・大学・企業・医療機関の参画による「健康科学ビジネス推進機構」を立ち上げ、

その事務局を担っています。「健康科学ビジネス推進機構」はその名のとおり、産学官医が一体

となって「健康科学領域」におけるイノベーションを創出する「協働プラットフォーム」とし

て設立されたものであり、以下の取り組みを推進します。 

 ・健康科学製品に係るエヴィデンス構築コンサルティング 

・エヴィデンス評価支援 

・健康科学ビジネスアワード 

・ビジネスマッチング 

・実証試験支援 

・健康科学ビジネス人材の育成 

・ヘルスケアイベント 

 
 

大阪市立大学「健康科学イノベーションセンター」の開設と 

関西経済連合会「健康科学ビジネス推進機構」との共同オフィス展開について 

【本件に関するお問い合わせ先】 
大阪市立大学 研究支援課 田中・富澤 
TEL : 06-6605-3595 FAX : 06-6605-2058 E-mail : tomizawa@ado.osaka-cu.ac.jp 

プレスリリース 
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※関西バイオメディカルクラスターについて 
 文部科学省・経済産業省によって産学官連携の重点支援地域として選定された「グローバル産

学官連携拠点」。大阪・兵庫地域に医薬品（医療）、医療機器、健康科学の３つの分野で、世界市

場を志向したイノベーションを強力に推進するための広域的な拠点を構築することを目指す。 
 
※健康科学推進会議について 
関西バイオメディカルクラスターの健康科学分野の事業目標である「新たな健康科学技術の確

立」を達成するために設立（2010 年２月）。関西バイオメディカルクラスターの共同提案機関で

ある 5 大学(大阪大学、神戸大学、大阪府立大学、兵庫県立大学、大阪市立大学)の有識者によっ

て構成され、中立・公正な立場で健康科学産業の発展を支援・推進する提言機関。平成 24 年度の

議長は、渡辺恭良氏（大阪市立大学教授･理化学研究所分子イメージング科学研究センター長）、

副議長は、榑林陽一氏(神戸大学連携創造本部副本部長･教授)。 
 



健康科学とは？ 健康と疾病の連続性

疾病

未病
疲労・倦怠感
慢性不定愁訴

健康

バイオマーカー
（臨床検査）

バイオマーカー
（イメージング活用）

バイオマーカー
（正常値、正常域）

生
体
防
御
シ
ス
テ
ム
（復
元
力
）

健康増進

生活習慣病
（糖尿病等）

認知症
うつ がん

健
康
科
学

健
康
科
学

先
制
医
療

先
制
医
療

１．低栄養（ビタミン、微量元素、必須アミノ酸、
不飽和脂肪酸等）

２．公害・環境
３．薬物、食品添加物・混入物（化学製品）
４．飽食、肥満
５．ダイエット
６．日常生活の多忙、慌ただしさ
７．グローバリゼーション
８．６や７による睡眠不足・リズム障害
９．独居、コミュニケーション・笑いの欠如

健康被害の原因・要因（時代と共に変遷）

１．痛み（急性、遷延性、周期性、慢性）
２．肩こり、腰痛、眼精疲労
３．疲れ・だるさ（急性、遷延性、周期性、慢性）
４．睡眠不足、昼間の眠気
５．意欲（食欲・性欲等も）の低下、抑うつ傾向・

不安
６．活動量の低下、作業能率の低下
７．集中力・注意力・思考力・認知機能の低下
８．微熱・発熱、局所炎症
９．便通異常

健康が損なわれそうな自覚症状

ストレス 生活習慣病
発症

抑うつ

睡眠障害
睡眠の質低下

断眠

意欲の低下

疲労
慢性疲労

痛み
慢性疼痛

どこを軸足にして
も、相互に関連。



疲れていますか？

期間は？

日常生活

慢性疲労の原因

いいえ（44%） はい （56 %）

6 ヶ月以上
（39 %）

6 ヶ月未満

（16 %）

支障なし（55 %） 能力の低下（37 %）

しばしば・時に休む（7.4 %）

休職・退職 （1.2 %）

原因不明（38 %）過労（42 %）
病気
（19 %）

4,480万人

3,120万人

就労人口 8,000万人中

‐2004年・文部科学省研究班による‐

米国・英国・スウエーデンなど
でも、約20%が慢性疲労！

疲労の統計（大阪地区: 2,742人回答） 文部科学省科学技術振興調整費生活者ニーズ対応研究

疲労および疲労感の分子神経メカニズムと
その防御に関する研究（平成11年～16年度）

研究リーダー：渡辺恭良

病的疲労の機構

健常人・モデル動物の
疲労メカニズム

疲労の定量化・制御技術
疲労軽減の調査と提言

疲労の分子神経
メカニズム（統合）

疲労の制御技術の開発
１．定量評価法確立
２．疲労回復治療法確立
３．疲労予防法の提言

平成11‐13年度 平成14‐16年度

推進本部推進本部

21世紀COEプログラム

疲労克服研究教育拠点の形成

国際疲労研究
センター

疲労クリニカル
センター

抗疲労食薬環境空間
開発センター

疲労科学アカデミー（教育・人材養成）

国際アドバイサリー
ボード会議

国際アドバイサリー
ボード会議

教育理念の特徴： １．研究実践教育 ２．予知医療に重点
３．身近な医学 ４．基盤的研究を重視する教育
５．経済活性化のための融合的トランスレーショナル研究

文部科学省科学技術振興調整費疲労研究班（H11‐16年度）

21世紀COEﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ「疲労克服研究教育拠点の形成」（H16‐20年度）

１．疲労の定量化におけるバイオマーカー（「ものさし」）の
樹立：「疲労度が計れる」ようになった。

２．慢性疲労症候群の分子神経メカニズムに手掛かり

３．疲労動物モデルと評価系の樹立

４．健常ボランティアに対する疲労・回復過程の試験系樹立

・抗疲労食薬開発プロジェクト
・抗疲労・癒し製品開発プロ
ジェクト
・癒し・抗疲労ビジネス開発

・疲労・慢性疲労のメカニズム
に関する統合的研究の進展

・疲労の脳科学の進展
・過労死、疲労 疾病研究へ

これまでの疲労研究成果



１．質問紙（Chalder’s scale, 日本語版）
２．質問紙（大阪市大版、64項目、101項目）
３．質問紙（簡易版、30項目、臨床試験用）
４．学習意欲と生活習慣の質問紙
５．Visual Analog Scale (VAS)

日本疲労学会のガイダンスあり
６．Face Scale

疲労度をどのようにして計るか？
疲労・疲労感・意欲の主観的計測

・注意・集中力判定法の開発

Advanced Trail Making Test (ATMT)
n‐back test, 内田クレッペリンPC試験

・行動評価法の開発

ﾓｰｼｮﾝｷｬﾌﾟﾁｬｰ法

ｱｸﾃｨｸﾞﾗﾌ（簡易ｼﾞｬｲﾛｽｺｰﾌﾟ平衡）法

・自律神経機能

加速度脈波、心電図心拍変動解析

・血液中・唾液中のバイオマーカーとの相関

酸化物質・抗酸化能、代謝物質、アミノ酸、

血液細胞RNA（DNAチップ解析）、ウイルス

生理学的
ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰ

生化学的
ﾊﾞｲｵﾏｰｶｰ

客観的計測：疲労の定量化技術（バイオマーカー）

１．乳酸は疲労の原因物質ではない！
２．疲労と老化のメカニズムの共通点：

同じ分子細胞現象が時間の長短で
抗疲労はアンチエージングにつながる

３．過労死の手がかりと予報：‐MSH
４．疲労は「脳神経系」の問題が中心
５．疲労の分子神経メカニズム

次のスライドで！

疲労研究で新しくわかってきたこと

通常の
疲労回復

十分なATPが
作ることが
できる場合

細胞・組織は
元どおりに回復

意欲
低下

微熱
慢性
疼痛

慢性
倦怠感

慢性的に
サイトカイン

免疫細胞が感知 傷つき治りにくい
細胞障害

十分なATPが
作れない場合

細胞が活発に活動

神経細胞

筋肉細胞

免疫細胞

精
神
性
疲
労

運
動
性
疲
労

感
染
性
疲
労

酸素ラジカルの発生

通常は生体内
還元系で解消・処理

オーバー
ワーク

還元処理追いつかず

主要蛋白や膜脂質酸化
（傷ついた部品）

さらなるATP産生

細胞の
処理工場

新しい部品を
作り置き換え

細胞内で多量の
エネルギー（ATP）

生産と消費

酸素
ラジカル

傷つき錆びついた部品

多量の

ATP必要
神経細胞

運動プランニング・
実行

疲労と慢性疲労のメカニズム（渡辺仮説）

YW/KM

脳より
回復
指令

錆びついた
細胞のほころび免疫細胞が感知

この場合は
直接もある

免疫サイトカインにより異常を
脳へお知らせ



マルチモダルイメージングにより
慢性疲労病態の総合理解を目指す

脳分子
動態

脳形態 脳機能

PET

fMRI, MEG, 
EEGMRI

「疲労の脳科学」は、日本が世界の最先端を走っている！

疲労の脳科学

脳血流低下

セロトニン輸送体密度低下

痛みとセロトニン輸送体密度の負相関

アセチルカルニチン取込低下

痛み中枢

注意中枢炎症

マイクログ
リア
活性

血
流
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答
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慢性疲労症候群
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・慢性疲労症候群の分子 ｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ（PET） ・慢性疲労症候群における前頭
前野萎縮の可逆的変化（MRI）

認
知
行
動
療
法

・慢性疲労症候群における過剰な
神経活動の抑制（過剰防衛）（fMRI） ・疲労感のミラーシステム（MEG）

100 300

背外側
前頭前野

後部帯状回

意欲と疲労
JST脳科学と教育（平成16‐21年度）

・線条体が達成感を報酬とする意欲中枢

賦
活

度
（
β）

10 20 30 40 50 60
学習意欲スコア
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‐1.0
‐0.5
0
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r = 0.914 
左 右

・疲労と意欲は表裏一体の関係

0
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3 0

3 5

4 0

4 5

2 0 8 0

疲労 強弱

意
欲

低

高
小学4年生～中学3年生

（約2,000名）

右 左

健常児

注意配分課題

慢性
疲労児

・小児慢性疲労の前頭葉の過活動（fMRI）

さらなる
疲労増強

・コホート研究（2年間追跡）により
疲労・意欲低下危険因子の同定

睡眠時間、朝食習慣、家族の褒め等

・疲労・意欲低下による認知機能
（注意配分・転換機能）低下の発見

・中1ギャップと睡眠時間短縮・疲労
増強・意欲低下の関係の明確化

（fMRI）

疲労を訴えて大阪市立大学医学部附属病院

疲労クリニカルセンターを訪れた患者数

患
者

数

男性 826 女性 1279  (計 2105)
2005. 5.～2011. 7.の6年間余

0
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200
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400

500

10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 Over 70

年齢層

このうち、慢性疲労症候群診断619名、過労診断47名



疲労クリニカルセンターの臨床研究の展開

ストレスと
急性疲労

慢性疲労

慢性疲労症候群

疾患による慢性疲労
がん

人工透析/腎疾患
生活習慣病
肝臓疾患

免疫ｱﾚﾙｷﾞｰ疾患
精神神経疾患

外科侵襲

薬の副作用

5年間でのべ11,000名以上の患者さん

抗疲労・癒し市場の拡大予測

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

2007年度 2020年度

(兆円）

玩具、癒し/疲労軽減グッズ等

睡眠改善

人間工学等に配慮した

疲労予防環境

メンタルヘルス／

ストレス・マネジメント

リラクゼーション／自律神経・ホルモ

ンバランスの回復

栄養補給／滋養強壮／食養生・デ

トックス

疲労測定・診断

4.9

12.1

（大阪産業創造館・三菱UFJ R&C推計）

抗疲労・癒し戦略プロジェクト

疲労・ストレス計測法、食品・飲料、アロマセラピー、理学療法、
温泉・入浴・入浴剤、空調・環境、姿勢・体操・運動、運動器具、
アニマルセラピー、衣類、寝具、家具、検診、ヘルスツーリズム：
「癒し環境空間開発研究会」（大阪府市を中心とした産官学、26
社が参加）、 「癒し・抗疲労ビジネス開発研究会」 （大阪産業創
造館を中心、44社参加）、平成20年度から 「抗疲労・癒しビジネ
ススタートアップ研究会」 （大阪産業創造館を中心、103社参
加）、 「疲労バスターズ」 （大阪産業創造館を中心、84社参加）

笑い：笑いと健康プロジェクト（大阪府）

特定保健用食品（トクホ）、食品栄養、サプリメント、医薬品

：抗疲労食薬開発プロジェクト（総医研、COE、18社が参加）

アニマルセラピー：不登校・引きこもりプロジェクト（厚生労働省）

生活習慣、達成感、意欲：「意欲と疲労」（JST脳科学と教育）

日本疲労学会抗疲労臨床評価ガイドライン

平成20年2月16日制定

日本疲労学会URL（www.hirougakkai）に記載

今後の改善・改訂については、引き続き分科会活動

「日常生活による疲労に対する臨床評価ガイドライン」は、

平成23年制定

国際基準標準化（2008. 9. 3-5.の国際疲労学会でも）

グローバル市場へ



抗疲労プロジェクト 抗疲労物質
のべ396名の被験者に対し、

候補素材（物質）23成分の抗疲労効果を検証

自覚的な疲労感
を軽減した成分

パフォーマンス低下
を軽減した成分

双方の軽減

9成分
8成分6成分

・イミダゾールジペプチド
・還元型コエンザイムQ10
・茶カテキン成分
・カロテノイド成分
・青リンゴポリフェノール
・オルニチン

海外へ学術論文として発信・認知！

疲労回復
抗疲労

VB1
フルスルチアミン

VC
アスコルビン酸

BH4
テトラハイドロ
バイオプテリン

アセチル‐L‐カルニチン

DHEA‐S
デヒドロエピアンドロステロン
サルフェート

イミダゾール

ジペプチド

クエン酸

還元型CoQ10

緑の香り
（青葉アルデヒド
青葉アルコール）

アミノ酸

バランス良く !! 組み合わせ 食品開発可能！

科学的に立証

毎日元気！疲労回復レシピ （リビング大阪/サンケイリビング社）

［4月］春色ちらし寿司
（1人分420kcal）

北新地割烹「粋餐石和川」とのコラボメニュー

［5月］（左）鶏胸肉とブロッコリーの梅肉和え（ 1人分240kcal）
（右）若竹とホタテ貝キウイ味噌和え（ 1人分90kcal）

［7月］夏バテ防止の豚冷しゃぶ
（1人分300kcal）

［8月］
暑さを吹き飛ばす鰻とろろ丼

（1人分625kcal）

［9月］
疲れた胃にやさしいジャガイモスープ

（1人分345kcal）

（左）［10月］
白鮭と松茸のオニオンたっぷり鍋

（1人分347kcal）

（右）［11月］
鶏ももロール焼き リンゴソース

（1人分415kcal）

［6月］和風酸辣湯（サンラータン）
（1人分100kcal）

［12月］
中華風イワシのフライ（1人分180kcal）

54レシピを集め7/15に丸善出版より
「抗疲労食」出版!!
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大阪産業創造館/抗疲労レシピグランプリ
１．大阪市立大学大学院医学研究科より、抗疲労素材

リストアップ

２．大阪産業創造館インターネットにてレシピ一般公募

３．主菜、副菜、主食、デザート4部門で計274件の応募

４．2011年10月6日辻学園クッキングスクールのご支援

で試食・審査

５．2011年10月17日大阪産業創造館にて平松郁夫市長

により、グランプリ受賞者4名へ賞状授与

６．2011年11月16日阪急阪神百貨店食品売り場にて、

「抗疲労弁当」販売開始

７． 2011年11月末から、ASNASにて抗疲労弁当販売
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大阪府民の疲労回復法: 1,219 人からのアンケート調査
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つながり
空間

ｽﾏｲﾙｻﾌﾟﾘﾒﾝﾄ
ロボット

■癒し環境空間開発研究会のスキーム図

学術・試験研究機関
医療機関

癒し（抗疲労）エビデンス
評価・支援センター

大阪健康サービス産業創造協議会

空調機器メーカー
建築・住宅設備メーカー
自動車・鉄道会社
運送業
医療機器メーカー
エレクトロニクスメーカー
・・・ｅｔｃ

疲労最新研究成果

産官学連携
『疲労定量化および抗疲労食薬開発

プロジェクト』（１８社参加）

２１世紀ＣＯＥ
『疲労克服教育拠点の形成』

（大阪市大・医学部）

総合医科学研究所

大阪市立大学

◆ＥＢＨ実証 ◆ＥＢＨ認証ブランド

ビジネス開発プラットフォーム

共同開発・技術供与、ＥＢＨ供与

疲労回復機器・サービス、
快適居住空間の開発

★生活習慣病予防
★医療費適正化
★生産効率アップ

癒しのビジネス開発 癒しの評価



大阪市立大学

健康科学イノベーション
センター

「疲労医学」
「先制・健康医科学」

関経連
健康科学

産業研究会

関西バイオ
メディカルクラスター
健康科学推進会議
大市大/神大/阪大
大府大/兵庫県大

理化学研究所
分子イメージング科学

研究センター

淀川キリスト教
病院

健診センター

国際戦略総合特区
大阪府/大阪市
兵庫県/神戸市
京都府/京都市

応用脳科学

健
康
科
学
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
機
構

大阪産業創造館
健康ビジネス

うめきた健康科学拠点イメージ

健康相談
製品開発

疲労コホート

評価科学
規制科学

JR大阪駅

大阪駅北地区（うめきた）における癒し・抗疲労ゾーン計画

ナレッジキャピタルゾーン
ca. 300 m

2013年毎日250 万人の乗降客
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健康科学分野でのイノベーション創出

企 業
消費者・ﾕｰｻﾞｰ

大学・研究機関・医療機関

人材育成

国際連携

新製品・サービスの創出と社会全体の健康増進

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ

うめきた健康科学拠点

連携

ﾃﾞｰﾀ
集積

ﾋﾞｼﾞﾈｽ

ﾁｬﾝｽ

科学的ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ
（疲労・癒し・快適・心地）

◇会社帰りﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝ

◇未病状態

◇健康志向市民

◇アスリート ・・・etc

◇食品・医薬品

◇化粧品メーカー

◇住宅メーカー

◇家電メーカー

◇フィットネスクラブ

◇旅行代理店・・etc

うめきたならではアクセシ
ビリティー、駅口導入

健康コンサルテーション・健
康関連商品試供

多種・多様のデータ（健康
×生活環境等）

データ収集・分析 新ビジネスを求めて

既存の枠にとらわれな
い多様な業種

平成25年度～平成26年度～

関経連健康科学
ビジネス推進機構

健康科学
推進会議

④ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ
評価依頼

⑤ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ
評価結果

広域的産学官連携
プラットフォーム

健康科学関連企業

癒し快適ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ評価委員会
その他の評価委員会

健康科学評価･標準化研究部会健康科学評価ｾﾝﾀｰ(例)

健康科学ビジネス推進機構

②実証試験依頼
実証試験構築依頼

③試験方法開発
結果報告

①ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ構築依頼
⑥ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ評価認証

エビデンス
構築に係る

評価実施機関

実証試験
内容・方法の

検証機関

エビデンス
構築に係る

ワンストップ
窓口

各大学・研究機関

関西経済連合会
ライフビジネス専門委員会

健康科学産業研究会

行政機関
地方自治体

関西バイオメディカル
クラスター

健康科学推進会議

エビデンス構築及び認証に係る評価体制イメージ図

大阪市立大学

健康科学イノベー
ションセンター



フジテレビ 2010年8月29日放映
エチカの鏡

日本テレビ 2009年8月1日放映
世界一受けたい授業

NHK総合テレビ 2009年6月8日放映
生活ほっとモーニング

NHK教育テレビ 2008年9月20日放映
サイエンスZERO

疲労研究の波及効果と期待（TV番組）

NHK総合テレビ 2005年6月6日放映
クローズアップ現代

NHK総合テレビ 2012年4月25日放映
あさイチ

日本から世界へ発信

１．疲労を科学することの重要さ
２．病気にならない科学、健康科学の重要さ
３．慢性疲労にならない日常生活の工夫
４．疲労回復法の有用性
５．疲労度計の有用性
６．抗疲労製品の科学的理論的開発
７．科学に裏打ちされた日本抗疲労産業

の優位性
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